病棟チームカンファレンス記録

平成30年12月28日(金)　　　　　　　　　　　司会・記録：川守田　裕紀
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＜連絡事項＞
・12/31～1/3の間のMMはありません。

＜患者様連絡事項＞
・三上　勇様～毎月医事から小遣いを上げてもらっていましたが、現在の所持現金が10万円以上あるため、来月からしばらく医事からの小遣いは止めとします。必要時はまた連絡して再開することとします。

・山口　富造様～介護認定調査の判定結果が出るにはまだ時間が掛かるとの通知が来ており、SW北田氏へ渡しています。

・越後　京子様～弟様面会あり。保険証の変更の件等について本人と話されていっています。

＜要注目患者様＞
・佐々木　淳様～引き続き表情の硬さは見られていますが、粗暴的行為はなく経過しています。スタッフに笑顔を出して話して来る事はありません。歩行時の不安定さも続いており、引き続き歩行状態、精神状態を観察していきましょう。

[bookmark: _GoBack]・成田　富士子様～深夜帯に失禁があってショックだったとロラゼパムを内服し、朝食後にもロラゼパムを内服しています。昼食時にも希望していますが、1日3回なのでこのタイミングで内服するともう内服できないことを説明すると我慢はできています。失禁のショックがあると話しプログラムの出席拒否、外見の様子も、自分が落ち込んでいる様子をありありと表出している状態です。引き続き、本人の訴えを傾聴して行動観察していきましょう。17時、他者との洗濯機の使用順番に関してトラブルとなり、激しく興奮しています。興奮治まらず、主治医へ報告し診察あり。傾聴にて興奮はおさまってはいますが、治療拒否行動がある可能性の事を主治医へ報告。その場合は経過観察との指示を受けています。

・泉川　ケイ子様～先日転入時はスタッフの助勢にて大量の私物の整理をしていました。本日は行きたくないから食事に行かない、行きたくないからプログラムに出席しないという様子で過ごしています。適宜声掛けをし、活動を促していきましょう。
　　　　　　　　　父親へ面会の日にちを電話にて確認した所、体も弱っており認知症にもなってきて来院は難しく、息子(泉川幸夫様(本人の兄))へ頼んで欲しいとの事でした。兄様へ電話した所繋がらず、おやつ、洗濯代、電話代、単独外出泊の件の確認を担当よりお願いします。

・中川原　義雄様、吉田　周治様～歯科受診しています。次回は1/4日。

＜田名部Drケース検討＞
・小向　静江様～咽頭ぬぐい検査にてMRSA検出されている。保菌状態と考えるが、今後は先日に処方したうがい薬を使用していきます。

・泉川　ケイ子様～北病棟に転入して2日目となっています。目立った訴えやトラブルなどはありません。注意観察していきましょう。ADLは入浴時は介助という事でしたが、見守りで行う事は出来ていました。

・越後　京子様～処方変更や指示の変更などはありません。弟様面会に来られています。

・高田　マキ様～診察時、インヴェガを朝にも内服したいと本人から訴えがあり、インヴェガ2錠　夕→2錠　朝・夕となっています。お金に関する訴えが良く聞かれています。

・成田　富士子様～このところは低血糖は見られずに経過しています。他者の言動に過敏となり頓服が続いている状態です。処方変更や指示の変更はありません。

・高橋　伸治様～右顎下の腫脹はまだあり、圧痛もある。セフジトレンとカロナールが処方となっています。

・瀧澤　杏奈様～23～24の外泊時は落ち着いていた様子で、病棟内でも妊娠に関する訴えはなくなってきています。他の女性から無視されると言った妄想的な訴えが見られています。クエチアピン(100)3T毎食後→クエチアピン(100)6T毎食後となっています。

・齋藤　光枝様～歩行に関しては改善してきている印象。病棟では歩行器を使っている。必要時ADLの援助を行っていく。

・松川　久雄様～アルコール依存症治療プログラムが終了し、当院での断酒会に参加を行っている。他患者の話を聞いて参考になるところもあると言うが、「結局、最後は自分次第ですから」と話している。断酒意志は変わりなく持ち続けているようである。

・千葉　光広様～最近の様子としても特に変わったところはなく経過していて、夜間睡眠はとれて食事摂取もできている状況。精神症状面でも、突飛な破壊的行動も見られていない。体重は92.5キログラムに減っている。身体面での疼痛は特にない。

・犹守　佑太様～外泊も繰り返しているが、家でも落ちついて過ごすことができているようである。ただ、母親の話しでは、障害年金は未だに自身では必要ないと思っている発言があり、受給となっていることは話すことはできない状況である。
